
 

リサーチ・アドミニストレーター活動の強化に関する検討会 

設置要領 

 

平成３０年２月８日設置 

文部科学省科学技術・学術政策局 

平成３０年４月９日一部改正 

令和元年５月１０日一部改正 

令和２年７月 １日一部改正 

 

１．設置趣旨 

リサーチ・アドミニストレーター（以下「ＵＲＡ」という。）については、これまで関係事

業等によって各大学等に一定の配置が行われてきた。昨今、研究力強化や研究環境の充実はも

とより、大学運営に係る資金調達の多様化による産業界との連携強化等の必要性が高まってい

る。 

このため、大学等における研究支援・経営に関してＵＲＡが担う活動の重要性に鑑み、ＵＲ

Ａの質保証に資する認定制度の在り方について検討する。 

 

２．検討事項 

①ＵＲＡの質保証（認定制度）の在り方 

②その他必要な事項 

 

３．検討会の構成及び運営 

①検討会を構成する委員は、別紙１のとおりとする。 

②検討会には議長を置く。 

③議長は、検討会の事務を掌理する。 

④議長が必要と認めるときは、委員以外の関係者の出席を求め、標記検討会に参加させるこ

とができる。 

⑤議長が必要と認めるときは、より具体的な事項を検討するため、検討会にワーキンググル

ープを設置することができる。 

⑥検討会の会議及び議事は原則として公開で行う。 

⑦このほか、検討会の運営に関し必要な事項は、議長が検討会に諮って定める。 

 

４．ワーキンググループの構成及び運営 

①ワーキンググループは、別紙２の関係団体および検討会から推薦を受けた者により構成す

る。 

②ワーキンググループには座長を置く。 

③座長は、検討会の議長が指名する。 

④座長が必要と認めるときは、ワーキンググループ以外の関係者の出席を求め、標記ワーキ
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ンググループに参加させることができる。 

⑤ワーキンググループでは、関係する団体の個別利害に直結する事項についての検討も含ま

れる可能性があるため、原則として会議及び議事は非公開で行う。 

⑥このほか、ワーキンググループの運営に関し必要な事項は、座長が文部科学省と調整のう

え、ワーキンググループに諮って定める。 

 

５．その他 

この検討会及びワーキンググループに要する庶務は、関係局課の協力を得て、文部科学省科

学技術・学術政策局産業連携・地域支援課大学技術移転推進室が行う。 

  



 

別紙１ 

  （五十音順） 

 

氏  名 所 属 ・ 役 職 

○ 伊藤 伸 東京農工大学 大学院工学府産業技術専攻 教授 

久保 浩三 独立行政法人工業所有権情報・研修館 理事長 

小泉 周 
大学共同利用機関法人自然科学研究機構研究力強化推進本部 

特任教授 

高橋 真木子 
金沢工業大学大学院 イノベーションマネジメント研究科 教

授 

古川 勝彦 九州大学 学術研究・産学官連携本部 本部長補佐・教授 

◎ 山崎 光悦 金沢大学 学長 

山本 進一 
豊橋技術科学大学 理事・副学長（研究・国際・SDGs・内部統制

担当） 

山本 貴史 株式会社東京大学ＴＬＯ 代表取締役社長 

◎印は議長、○印は副議長 

  



 

別紙２ 

 （五十音順） 

 

URA関係団体 

一般社団法人大学技術移転協議会（UNITT) 

医療系産学連携ネットワーク協議会 

学術研究懇談会（RU11) 

研究大学コンソーシアム（RUC) 

国立研究開発法人科学技術振興機構（JST) 

多能工型研究支援人材育成コンソーシアム 

リサーチ・アドミニストレーター協議会 

 


